
１．はじめに

美郷村は四国山地の最北部が吉野川へ向かって標

高を下げていく地域にあたり、北は山川町と川島町、

南は神山町と木屋平村とに接している。村域は東西

約13袰、南北８袰、総面積50.47裄である。美郷村

の南西端には、最高点である奥野々山（1,159ｍ）

があり、そこから流下する河川が川田川で、美郷村

北部に位置する村役場付近で東から流下してきた東

山谷川と合流し、山川町へ流下している。

美郷村には、後述のように、全域にわたって三
さん

波
ば

川
がわ

帯の結晶片岩（三波川変成岩）が分布している。

三波川帯の岩石は、海洋プレート上に堆積した堆積

物や、プレートが海溝部に沈み込む時に取り込まれ

た陸源性の砕屑物

が、プレートの沈み

込みに伴って地下10

～40袰の深さにまで

引きずり込まれたも

ので、高温高圧の環

境条件下で変成作用

を受け、結晶片岩と

なったものである。

今回筆者らは、美

郷村地域に分布する

三波川変成岩の地質

分布を明らかにする

ために、原岩に基づ

く地質区分を行い、

詳細な岩相地質図を作成した。同時に、多数分布す

る地すべり地形の特徴を明らかにするための地形判

読と現地調査を実施した。なお、地質は塩田・岩井

が、地形は寺戸・西山がそれぞれ担当し、西山が総

括した。

２．美郷村の地形概要

美郷村は標高200～1,100ｍの山地からなってお

り、特に村域の南部は急峻な地形を呈している（図

１）。村域と吉野川低地の間には、標高300～400ｍ

程度の丘陵が分布しており、美郷村域と吉野川流域

を地形的に明瞭に分けている。

川田川と東山谷川沿いには、わずかに沖積低地が

認められるが、その分布は狭い。また、両河川沿い

阿波学会紀要　第50号(pp.1-9) 2004.3

美郷村に分布する三波川変成岩の
地質学的特徴と地すべり地形

――――――――――――――――― 地質班（地学団体研究会）―――――――――――――――――

西山　賢一
＊１

塩田　次男
＊１

岩井　良平
＊１

寺戸　恒夫
＊２

＊１　徳島大学総合科学部　　＊２　徳島市大谷町紅葉山

1

三 好三 好 郡 

那 賀那 賀 郡 

海 部海 部 郡 

麻 植麻 植 郡 

美 馬美 馬 郡 

板 野板 野 郡 

名西名西郡 

徳島市徳島市 

阿南市阿南市 

那賀郡那賀郡 

阿 波 郡 

鳴門市鳴門市 

小松島市小松島市 名東郡名東郡 

勝 浦勝 浦 郡 

三 好 郡 

那 賀 郡 

海 部 郡 

麻 植 郡 

美 馬 郡 

板 野 郡 

名西郡 

徳島市 

阿南市 

那賀郡 

阿 波 郡 

鳴門市 

小松島市 名東郡 

勝 浦 郡 

美郷村 

美郷村 

図１　美郷村の地形概要



には明瞭な段丘地形は認められない。一方、東山谷

川に沿っては、標高250ｍ付近に比較的明瞭な遷急

線が断続的に認められる。この遷急線より上方は比

較的緩傾斜で定高性をもった丘陵からなる。後述の

地質図（図２）には示していないが、美郷村北西部

の高野尾付近の丘陵に、非固結の砂礫層（厚さ数ｍ

で、中礫～大礫の亜円礫主体）の分布が確認された。

礫層に挟在または被覆する火山灰層が未確認のた

め、他地域の砂礫層との対比は困難であるが、段丘

面をつくらず、開析された丘陵に分布することから、

段丘堆積物より古い砂礫層（おそらく「土柱層」相

当層）と推定される。

山地域は一般に急峻な地形からなり、河床には径

数ｍに達する巨礫（土石流堆積物）が堆積している

ことが多い。このうち、川田川源流域の南方、木屋

平村との境界付近の地形は、美郷村側がやや緩傾斜

であるのに対し、木屋平村側が急傾斜となっており、

非対称なケスタ地形を呈している。

なお、山腹斜面の各地には、後述するように地す

べり地形が認められる。

３．美郷村に分布する三波川変成岩の地質と

岩石
１）概要

山間地方である美郷村地域は、岩盤（基盤）とし

て、青・緑・桃色など色彩豊かな三波川変成岩が多

くの場所で露出している。しかし、基盤が新生代第

四紀（170万年前から現在まで）の非固結の堆積物

に覆われている場所も所々ある。基盤の三波川変成

岩は、有名な中央構造線の南に、九州佐賀関半島か

ら関東山地まで、日本列島を縦断して帯状に分布す

る高圧型変成岩である。三波川高圧型変成岩は、プ

レート沈み込み帯40～10袰で変成された岩石である

が、年代的には中生代ジュラ紀末期～白亜紀末期

（１億５千万年～６千５百万年前）に形成されたと

みなされている（Hara et al., 1992；原・塩田、1996）。

このような三波川変成岩の分布する領域は三波川変

成帯、略して三波川帯と呼ばれる。

美郷村地域の三波川帯に関わる主な研究として

は、剣山
けんざん

研究グループ（1963、1975）、金属鉱物探

鉱促進事業団（1970、1971）、徳島県（1972）、加治

（1975）、原ほか（1977）、秀ほか（1977）、塩田

（1981、1985）、Hara et al.（1992）、Shiota et al.

（1993）、Seki et al.（1993）、中山ほか（1983）の各

研究が挙げられる。剣山研究グループ（1963）、金

属鉱物探鉱促進事業団（1970）は、この地域の規模

の大きな地質構造として、WNW―ENEの方向を軸

とする４つ褶曲の存在を明らかにしている。金属鉱

物探鉱促進事業団（1971）は、北部の褶曲について、

北から川俣背斜、平向斜と呼んだ。しかし、上記の

ように詳細な地質調査により地質構造が解析された

にもかかわらず、三波川帯の研究で必ず要求される

原岩による岩相地質図は未だ作成・公表されてな

い。著者の一人（塩田）は、金属鉱物探鉱促進事業

団の詳細な地質調査に調査研究スタッフとして参加

し、美郷村三波川帯についての大量の地質データを

すでに得ていた。今回の調査研究では、その地質デ

ータを補足する地質調査を行い、岩相地質図（図２）

ならびに地質断面図（図３）を作成した。ここでは、

美郷村三波川帯の岩相地質図を掲載し、地質構造や

岩石について記載する。

２）構成岩石

三波川帯の主体は結晶片岩である。美郷村地域の

三波川帯の結晶片岩は、陸から運ばれた泥を起源と

する泥質片岩、砂や泥を起源とする砂質片岩、遠海

で珪質の生物の遺
い

骸
がい

などが堆積
たいせき

したものを起源とす

る珪質片岩、海洋底の基盤を構成する塩基性火成

岩・超塩基性火成岩に由来する塩基性片岩・塩基性

岩・蛇紋岩に区分される。これらのうち泥質片岩、

砂質片岩、珪質片岩、塩基性片岩は積層し、層状の

構造を形成している。また、肉眼で簡単に認められ

る顕著な片状の構造（片理）を形成している。結晶

片岩が一般にペラペラと剥げるのは、この片理が発

達するためである。また、塩基性岩としては、変斑

れい岩が見られる。

このような三波川変成岩類の形成については、今

日では次のような説明がなされている（原・塩田、

1996）。三波川変成岩類の原岩は、日本列島に向か

って海洋プレートが沈み込む位置で、中生代のジュ

ラ紀から白亜紀前期ころに堆積し、海洋プレートの

沈み込みにともなって次々と沈み込み、40～10袰の

深度から反転して、上昇してきた地質体である。三
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波川変成岩類の原岩に陸源性の堆積物と遠海性の堆

積物が積層し層状の構造を形成するのは、原岩の形

成が海洋プレートの沈み込み帯で起こったことを反

映している。三波川変成岩類が片理を示すのは、沈

み込み帯に沿って沈み込み、反転して上昇してきた

過程において岩石（堆積物）が受けた変形作用を反

映したものである。

また、美郷村地域の結晶片岩は、長石の一種であ

る斜長石（詳しくは曹
そう

長
ちょう

石
せき

）の斑
はん

状
じょう

変
へん

晶
しょう

の見ら

れる点紋片岩と無点紋片岩に大別され、前者の分布

する地帯は点紋帯、後者の分布する地帯は無点紋帯

と呼ばれる。この地域の北西部には主に点紋帯、南

東部には主に無点紋片帯がそれぞれ分布する。

３）地質構造

この地域の三波川変成岩に容易に認められる巨視

的な構造特性は、褶曲軸の方向をWNW－ESEとし、

開いた翼をもつ背斜や向斜の繰り返しによる波状構

造である。このような特性は、四国東・中央部三波

川変成岩の構造発達史（先大洲時相→大洲時相→肱

川時相→後肱川時相）における、大歩危複背斜に相

当する構造（肱川時相）である。しかし、この構造

は、四国東・中央部三波川帯の基本構造であるパイ

ルナップ構造の形成を伴うような初期のものではな

い。塩田（1976）、原ほか（1977）は四国東・中央

部三波川帯でナップ構造の存在を明らかにし、原ほ

か（1988）、Hara et al.（1990）は、三波川変成岩

の模式的発達地である四国中央部の初生的・基本的

地質構造は、底付けユニットの積み重ねによるパイ

ルナップ構造で、下位から上位に向かって、大歩危

ナップ（蠢・蠡）→坂本ナップ→沢ケ内ナップ→冬

ノ瀬ナップ→猿田ナップ（蠢・蠡）であるとした。

さらに、Hara et al.（1992）は、四国中央・東部の

北端部には、この初生的パイルナップ構造を切断す

るように、メランジュ帯（井内―大
おお

生
じょう

院
いん

メランジ

ュ帯）が発達するとした。

美郷村地域の初期の構造としては、南部で沢ケ内

ナップ→冬ノ瀬ナップの積み重ねが存在すると推定

される。また、この地域の北部では、岩層の連続性

が悪く、厚い岩層が切断されたように急に消滅した

りする。西隣の山川町の高越
こうつ

山
ざん

北側に広く分布する

厚い藍閃石―塩基性片岩層（層厚300ｍ）もこの地

域北部で消滅する。したがって、この地域北部には

大生院メランジュ帯や辻おしかぶせ褶曲の下翼の剪

断帯（大洲時相）の構造特性が現れているものとみ

なされる。この地域の三波川変成岩は、変成鉱物に

関して、点紋片岩と無点紋片岩に大別されるが、積

み重なり（パイルナップ）の上位に位置するのは点

紋片岩である。

４）変成鉱物

この地域の三波川変成岩類の構成鉱物の大部分

は、原岩の鉱物などが再結晶化した変成鉱物である。

原岩の鉱物（残存鉱物）としては、塩基性片岩に普

通輝石、砂質片岩に石英、斜長石がしばしば観察さ

れる。泥質片岩や、赤鉄鉱を含む塩基性片岩につい

ては、変成鉱物の組み合わせやいくつかの変成鉱物

の化学組成が、物理的条件（温度・圧力）に依存す

るとされている。鏡下観察に基づけば、この地域の

泥質片岩には、主要な変成鉱物として、石英、曹長

石、白雲母、黒雲母、ザクロ石、緑
りょく

泥石
でいせき

、グラフ

ァイトが見られ、また緑
りょく

簾石
れんせき

、スチルプノメレン、

方解石、スフェーン、電気石、燐灰石
りんかいせき

、アラナイト

も認められる。さらに、この地域は、泥質片岩に関

してザクロ石の見られるザクロ石帯（北部）と、そ

れが見られない緑泥石帯（南部）とに二分される。

含赤鉄鉱塩基性片岩の主要な変成鉱物としては、

鏡下観察の結果、石英、曹長石、白雲母、緑
りょく

泥石
でいせき

、

緑
りょく

簾石
れんせき

、角閃石
かくせんせき

、パンペリ石、赤鉄鉱で、スチル

プノメレン、方解石、スフェーン、電気石、燐灰石

も認められる。角閃石は、アクチノ閃石、クロス閃

石、藍閃石、ウインチャイト、バロワ閃石、ホルン

ブレンドが識別される。ホルンブレンドは、ザクロ

石帯の一部の岩石に、パンペリ石は緑泥石帯の下位

部の岩石に認められる。ザクロ石帯の結晶片岩中の

曹長石は、点紋（斑状変晶）の形態を取っている。

曹長石点紋を肉眼で見ると、塩基性片岩では曹長石

そのものの色である白色に見えるのに対し、泥質片

岩では微粒のグラファイトを多量に包有するため、

黒色に見えるのが普通である。

高越山北側山体に極めて広く分布する塩基性片岩

には藍閃石が多量に認められるが、それに連続する

岩層は、この地域の中・北部では東側で消滅するも

のの、広く分布する。藍閃石を含む塩基性片岩は灰
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図２　美郷村地域三波川変成岩の地質図
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青色～暗青色を示しているので、露頭で容易に識別

できる。このような塩基性片岩は、俗称“藍閃片岩”

と呼ばれ、美郷村地域を含む高越山地域は徳島市眉

山地域とともに、この岩石の産出地として全国的に

よく知られている。藍閃石は、三波川変成岩が低温

高圧（約30袰以上の深度）の条件で形成されたこと

を示す特徴的な鉱物である。このような藍閃石を含

む塩基性片岩はまた、上記の高越山山体の厚い塩基

性片岩層の上位に薄層として存在している。

しかし、高越山山体の塩基性片岩層の下位に位置

する地質体では、塩基性片岩に認められる角閃石の

種類や他の鉱物種などから得られる形成条件につい

ての情報は、下位の層準の変成岩ほど、より低圧な

条件で形成されたという規則的な関係を示している

（関ほか、1996）。これは、この地質体が、形成され

た後に逆転したことによってもたらされた関係では

ない。これは、今日では、三波川変成岩の形成機構

を示す、最も重要な情報とされるものである。深い

位置で形成された変成岩（上位層準の変成岩）が浅

い位置へ上昇してきた時に接合した地質体が、より

下位の層準の変成岩であると理解されている（原・

塩田、1996）。

４．美郷村における地すべり地形の分布

四国における三波川変成岩の分布域には、全国的

に見ても特異なほど多数の地すべり地形が存在する

ことが知られている（例えば、寺戸、1986；藤田、

1992）。美郷村においても、各地に地すべり地形が

認められる。

村内に分布する地すべり地形の抽出は、主に空中

写真の実体視によって行い、一部を現地踏査によっ

て補った。使用した空中写真は、国土地理院の４万

分の１空中写真（62-１-２-P40の94～98、1962年撮

影）であり、神山町との境界部については、国土地

理院の１万分の１空中写真（CS１-76-１-C１Cの４

～10、1976年撮影）を併用した。

地すべり地形の認定は、地すべり地の背後に生じ

る「滑落崖」と、前面に生じる「移動土塊」を図示

することによって行った。滑落崖には、地形的に明

瞭なものとやや不明瞭なものとがあるが、両者は区

別して図示した。滑落崖の明瞭さは、地すべりの発
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生年代の新旧（新しい地

すべりほど明瞭）を大ま

かに表すものと推定され

るが、小規模な地すべり

などについては、人工的

地形改変による影響を受

けている可能性もある。

地すべり地形の分布図

（図４）を見ると、おお

まかには美郷村北部を東

西に流れる東山谷川より

南に多く、北にはほとん

ど認められない。東山谷

川より北の地域は、標高

が300～400ｍの丘陵状を

呈し、急峻な地形ではな

く、谷密度も低いこと、

さらに、地質分布との対

応を見ると、美郷村北部

には主に点紋片岩が分布

しており、南部は主に無

点紋片岩からなることか

ら、点紋片岩分布域では

地すべり地形の分布が少

ない傾向が認められる。

変成岩の変成程度に加え

て、上述のような地形的

特徴のため、東山谷川よ

り北の地域における地す

べり地形の分布が少ない

と推定される。

東山谷川より南では、

比較的小規模な地すべり

地形が多数認められ、地

すべり地形の上に集落が

立地している場合もあ

る。特に顕著な地すべり

地形は、品野、中村山、

倉羅、木屋浦、月野、大

鹿といった集落付近に分

布している。このうち品
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野では、昭和28年に規模の大きな地すべり災害が発

生し、被害をもたらしている。

村域の最南部、神山町との境界をなす尾根沿いの

うち、壁岩
かべいわ

峠（850ｍ）周辺においては、やや規模

の大きな滑落崖が断続的に分布している。この一帯

は、地質断面図（図３）からもわかるように、珪質

片岩が褶曲しながらも、大局的には北に向かって傾

斜しており、「流れ盤構造」を呈している。この流

れ盤構造が、規模の大きな地すべりの発生に寄与し

ている可能性も考えられる。また、地すべり地形と

しては規模が小さいものの、中村山南方の村境の尾

根付近では、山地の北斜面（美郷村側）が緩く、南

斜面（神山町側）が急なケスタ地形を呈しており、

これも大局的には北に傾斜する三波川変成岩の地質

構造を反映した組織地形の一つと推定される。

美郷村各地に分布する地すべりの一例として、村

南部の倉羅地区の地すべりを取り上げ、その内部構

造について簡単に触れておく（徳島県川島農林事務

所、2003）。倉羅地区で掘削された地すべり調査用

ボーリングのコアによれば、すべり面は地表下15ｍ

付近に存在し、それより上位は風化した結晶片岩な

いし礫混じり土からなっている（図５）。すべり面

の分布深度は、ボーリング孔内で測定された地下水

位の分布深度と比較的近い深度にあり、地すべり末

端からは湧水が確認されている（図５）。ただし、

新鮮な結晶片岩の出現深度はより深い深度25ｍ付近

以深であり、潜在的にはこの深度の部分までが不安

定な領域となる可能性もある。

５．まとめ

今回の調査により、美郷村に分布する三波川変成

岩類の地質ならびに地すべり地形の特徴を明らかに

することができた。その結果を以下にまとめる。

美郷村地域の三波川変成岩は、泥質片岩、砂質片

岩、珪質片岩、塩基性岩（塩基性片岩、変斑れい岩）

に区分される。また、蛇紋岩も、小岩体として三波

川変成岩に付随して見られる。この地域の三波川変

成岩に容易に認められる巨視的な構造特性は、褶曲

軸の方向をWNW－ESEとし、開いた翼をもつ背斜

や向斜の繰り返しによる波状構造である。このよう

な特性は、四国東・中央部三波川変成岩の構造発達

史（先大洲時相→大洲時相→肱川時相→後肱川時相）

における、ナップ形成を伴うような初期の構造では

ないが、有名な大歩危複背斜に相当する構造（肱川

時相）である。しかし、この地域の北部では岩層の

連続性が悪く、厚い岩層が切断されたように急に消

滅したりする。大生院メランジュ帯や辻おしかぶせ

褶曲の下翼の剪断帯（大洲時相）の構造特性が現れ

ているものとみなされる。この地域の三波川変成岩

は、変成鉱物に関して、点紋片岩と無点紋片岩に大

別されるが、積み重なり（パイルナップ）の上位に

位置するのは点紋片岩である。その境界は全域的に

見られるが、点紋片岩は北部に主に分布する。

美郷村は、標高200～1,100ｍの山地からなってお

り、山腹斜面の各地に地すべり地形が認められる。

点在する集落が、地すべり地形の上に立地している
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図５　美郷村倉羅地区における地すべりの地形・地質断面図（徳島県川島農林事務所、2003を一部改変）



場合もある。地すべり地形はいずれも小規模なもの

が多い。特に顕著な地すべり地形は、品野、中村山、

倉羅、木屋浦、月野、大鹿といった集落付近に分布

しており、このうち品野では、昭和28年に規模の大

きな地すべり災害が発生している。倉羅地区のボー

リングコアによれば、すべり面は地表下15m付近に

存在し、それより上位は風化した結晶片岩ないし礫

混じり土からなっている。

地すべり地形の分布は、おおまかには美郷村北部

を東西に流れる東山谷川より南に多く、北にはほと

んど認められない。地質分布との対応を見ると、美

郷村北部には主に点紋片岩が分布しており、南部は

主に無点紋片岩からなることから、点紋片岩分布域

における地すべり地形の発達が悪い傾向が認められ

る。また、点紋片岩分布域は斜面勾配が緩く、谷密

度も小さいことから、こういった地形的特徴も地す

べり地形の分布に影響していると考えられる。
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